
ただいま、と言えるまちの玄関



私達の考える石岡の未来像
Q「人々が行き交う、にぎわいのあるまち」とは

A.年代関係なく人々が楽しめるまち　
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例えば...

・娯楽（施設、イベント等）

・飲食店

・公共施設

　　＋

若者にも人気のスポット



現状の課題１
石岡ステーションパーク 一階

　　　　　薄暗い　　　　　　　　　　　　　活気がない
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現状の課題２

高齢者が多い（若者が少ない）来る人のシーズンが偏っている

月ごとの滞留人口に差がある
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RESASより作成



現状の課題３

二階が利用されていない
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日中 暑い

　スペースが
余ってる



□解決策

～１階～（環境・設備）

・明かり 増

・花、植物など彩を 増□□

・机、ベンチ、等を 置く
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放課後の高校生
子供、大人も気軽に



□市外・県外の観光客を集める工夫

１階のお店に食べ歩きスポット！

　特産品を食べて、知ってもらう

□例：栗　　（モンブラン）

　　味噌　（石岡の味噌を使った料理）

　　～高校生が作った商品も販売する～

　  （石岡サンド、酒粕マドレーヌ、等）
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□ □JKポイント

壁アートを描いて、

  映えスポットへ！

8

https://dressy.pla-cole.wedding/kanagawa-dete/

石岡のお祭りの獅子
や、マスコットキャラク
ターのようなアートも！



✨解決策

２階　

・芝生をひく

・室内公園等を作る

・ミストで涼しさ全開！！！

・屋根を作る

9イメージ画像はAIより作成



将来の石岡市〜ステーションパークを玄関にして〜
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人々が行き交う

賑わいのある街　

水戸やつくばより

数倍栄えた地域に

県庁所在地を

石岡にする

「ただいま」と気軽

に言える街



まとめ

ステーションパークを誰もが使いたくなる

石岡市の玄関にするには…

11

一階の暗い雰囲気を明るく、
若者に人気のお店を増やす

二階の空いているスペースに
  室内公園や屋根等を設置

石岡市全体の活性化へ
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E班

　制作  著作　   　 　　　

 終
・


